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長 崎県石炭鉱業 の現状 (日召和48年 3月 )

瀬 日 (長崎県地学会会長 )

ま え が き

昨年 11月 ,本誌第 18号で長崎県炭鉱開発史

話を発表した。本県の炭田は, 日本の重要な炭田

の一つで,そ の生産量は約 10%前後の出炭 をし

ている。昭和 40年 の出炭量は 556万 トン (全 国

比 11%)で ,稼行炭坑は 27坑 (全国 99坑 )

であったが,石炭鉱業の斜陽化に伴ひ減少 し現在

は 4坑 である。 ここでは現在稼行 4坑の概況を述

べる。

長 崎県の炭田 の概況

長崎県の炭田は北部より,佐世保炭田,次いで

松島・ 崎戸炭田及び高島炭田に分けられる。佐世

保炭田は薄層であるが,一部では強粘結性の炭質

を有し,埋蔵炭量は9億 2,700万 トンとされる。

松島炭田は主に海底炭田であり,炭層は厚く,埋

蔵量 10億 3,500万 トンである。高島炭田は,

海 底炭田で,炭層最も厚 く,強粘結性でコークス

原料炭として不可欠の優秀炭が多い。埋蔵量 6億

3,000万 トンである。長崎県の全炭量は約 26

億 トン(全国比 12%)で ある。

稼 行炭坑

現稼行炭坑は4抗である。      ぉ

本 ケ浦坑

本坑は北松浦郡鹿町町に残る北松唯一の炭坑で,

もと日鉄鉱業鹿町坑として稼行されたが,昭和

45年 10月 同町栗山炭鉱大平炭坑 として栗山社

長が名古屋の東邦ガス会社 と協力し,資本金

1,000万 円でゴヒ松粘結会社を設立し本ケ浦坑を

再開した ものである。月 1万卜し出 炭計画で, 40

%を 名古屋の東邦ガス,残 りの 60%を 一般炭 と

して大村発電所, その他に送炭 している。炭質は

強粘結性で硫黄分がすくなくOe 5%以 下の優秀炭

で,炭量は 1,500万 トンで害J合に少い。

池 島炭坑

本坑は松島炭田で稼行される唯―の炭坑C西

彼杵郡神浦町池島にあり,池島炭坑KKと して最

近発足した。炭層が厚く,埋蔵量豊富である。最

近機械化が進み, 自走枠レンジングドラムカッタ

ーを使用し,昭和44年には出炭能率 104。 82

トン/月 /人の新記録を樹立した。当時全国平均

46.9ト ンである。昭和42年には自家発電の余

熱を利用 し,海水蒸溜装置 (月 2,650ト ン )を

日本で始めて設立 した。同坑では対岸より水船で

トン当 り50円で買っていたが,経営の目途がつ

いたので実行に移した。

高 島・ 端 島炭 坑

本坑は西彼杵郡高島町にあり,高島炭坑KKが

経営している。炭質は高カロリー(8,000カ ロ

リー ),低硫爵強粘結性の製鉄のコークス原料炭

として不可欠の優秀炭である。

昭和40年 11月 , 日本最深の二子立坑を開始

した。最近,二子区域の一部を中止し,主力を西
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部の端島区域に移した。炭坑としては種々の困

難を持っている。即ち深部採掘及び外国炭と競争   参考文献

(濠州産よリトン当り1,000円以上高価)がそ  1・ 北松炭田地質 上治寅次郎

れである。                    2.松 島炭田 長崎造船大学研究報告7号
3。 高島炭田   同    上  8号

むすび                 4。 長崎県石炭鉱業百年の歩み 同上10巻 2号

日本では現価で自立出来る炭坑は一つもない現  5。 長崎県炭鉱開発史話 長崎県地学会誌 18号      v
状である。今まで閉山した主なる原因は,累積赤

字・坑内悪化・高硫黄等で,多 くの炭量を残して

閉山したが,国 は最後は国家管理を実行して残存

炭量を採掘すべ きであると考える。                                    旨

圭
日

野田光雄著  大学教 養 地学       を通じて,本書はきわめて正統派的であるという

共立出版  183頁   750円       印象が強い。とくに前半 (1～ 3章 )は ,かって

これから地学を学ぼうとする人や,地質巡検会  の藤本治義博士の名著「地質学汎論」の再現とい

などで少しでも興味を覚えた人なら,何か参考書  った感じすらする程で, もっとも基本的な重要事     v
を手に入れてさらに勉強しようとするだろう。こ  項を,新 しい学説の汎濫に目をくれないで解説し

の場合,入門書 として大学の教養課程の地学教科  ている。

書が手頃であろう。 2, 3の例をあげれば      後半の「地球の生い立ち」の部分は,著者の多

奥津・ 八木 :一般地学 学術図書 750円    年にわたる研究成果に基づいた記述がなされてい     v

市川他 5氏 :大学教養 新地学 学術図書    る。整合と不整合,層理,対比,化石などの項で

600円             は,多 くの具体例を示しながら述べられているの

小島・ 長谷・ 多井 :大学一般教育 地学教科書  で,地層に興味のある人には参考になることであ

共立出版 600円         ろう。

などが基礎知識をつけるのによい。         なお,著者から直接聞いた所では,本書の定価

最新版の大学教養地学は,本会名誉会員の野田  は, 1回 の散髪料程度にしたいということで決っ

光雄博士の,永年にわたる九大教養部における講  たとの裏話をつけ加えておく。

義の体験をもとにして書かれたものである。全般                 (鎌 田泰彦 )
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